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していた。

違反是正体制の構築
［違反処理検討委員会］
当消防本部では重大違反対象物の早期是正を
目的として、平成29年４月に消防課及び各消防
署分署の予防担当者から委員を選任し重大違反
対象物違反処理検討委員会（以下「違反処理検
討委員会」という。）を設置した。しかし、違反
処理検討委員会を設置したものの、「実際に違反
処理をした経験がない」、「関係者の理解が得ら
れない」等の理由から、重大違反対象物の是正
が全く進まない状況が数カ月続いた。
その後、定期的に検討委員会を実施し、繰り
返し検討を重ねるうちに、職員の意識も徐々に
変化し「何とかしたい」 「このままではいけない」
という強い気持ちが表れるようになり、徐々に
ではあるが重大違反が是正されるようになって
きた。
違反処理検討委員会では、関係者への指導経
過等の情報共有や個々の違反是正策の検討等を
実施した。この定期的な検討委員会の実施が当
消防本部の違反是正に大きな効果を挙げ、結果
として、違反処理検討委員会を設置した平成29
年４月１日から令和２年10月１日の間に、警告
８件、命令１件の違反処理を行い、平成29年４
月１日時点に存在していた重大違反対象物31件
の違反は全て是正、その後に発覚した重大違反
対象物73件のうち60件を是正（計91件是正）し、
令和２年10月１日現在の重大違反対象物は13
件となっている。

［違反是正担当者］
平成31年４月から喜多方署へ主に違反是正を
担当する日勤の職員が１名配置されたことから、
違反是正担当が違反是正の推進に係る実務研修
や全国消防協会東北支部主催の予防広報講習
会等の違反是正に関する研修を受け、そこで学
んだ知識や経験を、他の職員にフィードバック
し、結果として、消防本部全体で共通認識を持
ち違反是正を進めている。

人材育成
［予防技術検定受検料公費負担］
違反是正の指導を適切に進めていくうえで、
当消防本部としても、令和元年度から予防技術
検定の受検料を公費で負担するなど予防技術
検定の資格取得を推進し、予防担当者のレベル
アップを図り、予防体制の強化を図っている。

［資格者章交付］
各所属に予防技術資格者を配置し、違反処理
を進めていくリーダーとして位置づけ、予防技術
資格者に予防技術資格者章（金・銀）を交付して
いる。この資格者章は、圏域住民に対し信頼と
安心感を与えるとともに、職員自身の自覚と責
任感の保持に効果を挙げている。

［隣接消防本部へ研修］
平成30年11月、違反処理を「警告・命令」に
進めるうえで、既に「警告・命令」を発出した経
験のある隣接する山形県置賜広域行政事務組合
消防本部に違反処理実務研修の受け入れを依頼
した。研修内容は、事例の紹介や立入検査時の
質問調書の作成要領など違反処理を進めていく
うえで必要な内容であった。置賜広域行政事務
組合消防本部とは、大峠トンネル防災訓練や交
流会等を通じて、お互いが顔の見える関係を構
築しており、快く研修を受け入れていただいた。
当消防本部が「警告・命令」に踏み切ることが
できた最大の助言者であり友であり大変感謝し
ている。

［アドバイザー消防本部へ違反処理に係る実務研修］
令和元年11月には郡山地方広域消防組合消
防本部において実施された「違反是正の推進に

管内情勢
喜多方地方広域市町村圏組合消防本部は、喜
多方市、西会津町、北塩原村の１市１町１村で
構成されており、福島県会津地方の北部に位置
している。消防本部がある喜多方市は、ラーメ
ンの街としても有名である。

消防本部の組織及び予防業務体制
当消防本部は、人口約５万5,000人を管轄する
１本部、２課、２署、２分署の職員数102名で組
織している。予防体制は、本部消防課と、各署
の当務員から任命されている予防担当で構成さ

れている。しかし、立入検査や違反処理業務に
関しては、主体を消防署長としており、隔日勤務
者の予防担当者が実施することとしている。
管内の防火対象物数は、2,219棟、危険物施
設数は402施設となっている（令和２年４月１日
現在）。

違反対象物の現状
当消防本部管内では、平成29年４月１日時点
で特定防火対象物22件、非特定防火対象物９件
の重大違反対象物があり、この中には10年以上
にわたり違反が継続している対象物が12件存在
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27年12月に旅館業営業の廃止届を提出していた。
しかし、立入検査時は、WEBサイト上で宿泊施
設として広報し１泊あたりの料金も表示されて
おり、次男が経営していることが分かった。実態
は（５）項イ、無許可営業の旅館と推測された。
なお、福祉部局からは旅館業法に基づく営業
許可を申請するよう指導中であるとの情報提供
があった。

［令和元年８月  関係機関と連携した合同立入検査］
福祉部局、建築部局及び消防機関で合同立入
検査を実施した際にも、次男は旅館業の営業、
宿泊料の徴収について認め、「今後は貸室業を営
みたい」と供述する。
立入検査時の各関係機関の指導内容は以下の
とおりである。
・�福祉部局は、現在の状況は旅館業法の無許可
営業となる。貸室業を営むのであればWEBサ
イトの削除と看板の撤去をするよう指導した。
・�建築部局は、旅館業法の適用を受けると建築
基準法の多数の違反が発生する。貸室業を営
むのであれば共同住宅となるので、増築部分
に関する建築基準法第12条第５項に基づく報
告を提出するよう指導した。
・�消防機関としては、現時点において旅館（（５）
項イ）の実態があり、次男が以前から「もう旅
館はやらない」という発言を繰り返しているに
もかかわらず、違反実態が継続していること
から、警告を踏まえて４月１日の立入検査時
に指摘した違反の是正を強く指導した。

係る実務研修【区分Ｂ】」を私自身が受講した。
研修内容はもとより、この消防本部では拝命後
３年目の職員に消防法第５条の３命令を発動さ
せるなど、若手職員を違反処理事案に出向させ
ることで経験を積ませ、自信をつけさせることで
個人、ひいては組織全体の予防体制の底上げを
図っていた。このような組織体制に影響を受け、
自身の消防本部でも予防組織を強くしたいとい
う意識が芽生えた。総務省消防庁はもちろん、
快く受け入れていただいた郡山地方広域消防組
合消防本部には感謝してもしきれない。

［違反処理研修会］
平成29年に設置し定期的に開催している違反
処理検討委員会に合わせて、年に数回、消防課
及び各消防署・分署の予防担当者を対象に違反
処理研修会を開催している。研修会では、予防
広報講習会の中で発表された事例を紹介するな
ど、参加した各所属の予防担当者に内容を周知
している。
当消防本部では、研修を通じて予防技術の伝
承が図られ、実況見分や質問調書等の違反処理
調査業務も漏れなく進められるようになった。ま
た、職員の意識も変化し、違反対象物の担当と
なった職員は、是正が完了するまで諦めないとい
う強い姿勢を身に付け、自信をもって違反是正
の指導に当たれるようになった。

違反是正方針
［未把握防火対象物調査］
違反対象物の是正指導を進めていく中で、防

［令和元年10月  警告書の交付］
合同立入検査実施以後も具体的な違反是正
の意思は認められず、その後の指導出向時も宿
泊客を確認。その際にも次男は「どうしてもと
頼まれ泊めた。人助けなので断れない」などの
供述を繰り返す状況であった。
所有者である三男の後見人である長男からも

「次男に廃業するように説得しているが次男は応
じない状況である」などの回答を継続しているこ
とから、警告へ踏み切ることとする。建物所有
者が制限行為能力者という特異な事例であった
ため、弁護士相談事業を活用した。
相談内容とその回答（一部）は次のとおりで
ある。
①三男（被後見人）を名宛人とできるか。
→受領できないため無効。
②三男（被後見人）への通知義務は。
→名宛は「三男の後見人である長男」。
（後見人でよい）
③�WEBサイトの宿泊料掲載と使用実態から、消
防が旅館であると判断可能か。
→可能。旅館業法上、無許可でも可能。
などの回答を得た。
これにより、名宛人を『三男の後見人である
長男』とし、法定代理人の長男に警告書を手交
する。

［令和２年１月  警告期限］　
本部・署により今後の方針について協議。
建築部局の意見として、階段等の違反は明ら
かであるが、建基法第12条第５項に基づく報告
がなされない限り、消防機関に対して建築基準法
違反を書面で情報提供することは難しいとの回
答であったことから、消防単独での消防法第５条
の２命令は難しいと判断し、告発を視野に入れ
て消防法第17条の４命令を発動することとする。
なお、命令発動にあたり、旅館の無許可営業
の証拠として、宿泊料の領収証を押さえること
とする。

［令和２年２月  夜間巡視］
過去の状況を鑑みると観光目的の宿泊である
可能性は低いことから、ターゲットを平日に連

火対象物の関係者から「他の対象物も違反して
いるところがあるんじゃないか」、「平たく指導し
てくれ！」という意見があったことから、未把握
の重大違反対象物を把握するため、喜多方市内
の中心市街地周辺の実態調査を実施した。
この実態調査により新たに18件の自動火災
報知設備未設置違反対象物を把握することが
できた。
なお、当消防本部では、年度初めに保健所か
ら飲食店等の営業許可情報を取得し未把握対象
物の実態調査を進めており、今後も継続してい
く方針である。

［点検実施率向上］
当消防本部では、本年４月から開始した違反
対象物の公表制度の運用として、スプリンクラー
設備、自動火災報知設備又は屋内消火栓設備が
設置されている場合でも、その主たる機能が喪
失している場合は公表の対象としていることか
ら、消防用設備等点検未実施対象物に対して、
集中的に予防査察を実施し点検実施率を上げて
いく方針である。

違反是正事例の紹介
［概要］
用　　　途	：	（16）項イ　旅館及び住宅
構造・規模	：	木造一部鉄骨造　地上２階建て
延べ床面積	：	457.41㎡（※無届増築あり）
関　係　者	：	三男（所有者、成年被後見人）
		  長男（三男の後見人）
		  次男（占有者、旅館の経営者）

［平成31年４月１日  立入検査実施］
立入検査において以下の消防法令違反が確認
された。
・�防火管理業務の未執行（避難訓練未実施）
・�消防用設備等（自動火災報知設備）未設置
・�消防用設備等（消火器・誘導灯）維持管理不適
・�消防用設備等（消火器・誘導灯）点検未実施
未報告
当該対象物は、過去に三男が旅館業の営業許
可を取得していたが、三男が施設に入居し被後
見人となったことから、後見人である長男が平成

当該対象物

資格者章



38　「月刊フェスク」’20.12

泊する作業員に絞ることとした。
なお、長期戦が予想されることを踏まえ、違
反実態の証拠を押さえるため、違反調査のため
の夜間巡視をすることとし、夜間巡視者の負担
をできる限り抑えることに留意し、次のルールを
設ける。
ルール①：�夜間巡視は平日の19時～21時に限定

する。
ルール②：�駐車車両及び照明点灯確認にとど

める。
ルール③：�連泊を確認した場合、翌日早朝に張

り込み、関係者と接触し、領収証を
押さえることとする。

［令和２年４月  命令発動］
令和２年２月から夜間巡視を開始したもの
の、その後は、連泊した宿泊客を確認できない
状態が１カ月以上続いた。
空振り続きで手応えの無い状況に「いつまで
やるのか」との声も出たが、「やると決めたから
には最後まで」と押し切り、継続する。
その後、違反特定（証拠特定）に至るまでの流
れを以下に記載する。

［反省］
①�違反処理への移行を決定した際に、その後の
上位措置を検討していなかった。
②�夜間巡視による張り込みや入院先での質問録
取は、あくまで任意であったことから、告発の
際の証拠に不安があった。

おわりに
違反が是正された飲食店に客として訪問した。
その際、違反是正指導中は終始うつむき固い
表情だった関係者が、晴れやかな笑顔で「使って
くれてありがとな！」と迎えてくれた。
この時、なんとも言えない喜びを感じた。
人を救えたとも実感した。是正すべきは違反
であって、関係者ではない。
違反対象物の関係者にとっても、違反は心の
わだかまりだ。そんな関係者を違反から救える
のは、違反是正を担当する全国の「ヒーロー」
たちにほかならない。消防士は今も昔も子ども
の憧れ、違反から人を救う格好良い「ヒーロー」
なのだ。

宿泊客より受領した領収証のコピー

令和２年
３月16日㈪

客室・通路部分の照明が点灯、
宿泊客のものと思われる車両を
確認。

３月17日㈫

継続して夜間巡視（張り込み）を
実施するが、照明も点灯せず、
車両も確認できなかった。
次男に３月16日の宿泊者につい
て確認すると、「元妻の親戚を
泊めているので、代金の支払いは
伴わなかった」との供述。

３月20日㈮
連泊中の宿泊客の救急事案発
生。元妻の親戚ではないことが
判明する。

３月24日㈫ 入院先の病院で宿泊客から質問
調書録取。代金の支払いを確認。

３月26日㈭ 宿泊客から宿泊料の領収証のコ
ピーを受領。

４月２日㈭ 建築部局と合同の立入検査及び
実況見分。

４月10日㈮ 長男に命令書を手交し、標識を
設置。

４月13日㈪ WEBサイトの削除を確認。次男
から「廃業した」との供述。

４月14日㈫ 福祉部局と協議後、命令解除通
知書を交付。標識の取り外し。

メ モ


